
国立大学法人の中期目標変更原案及び中期計画変更案について
（業務及び財務等審議専門部会付託事項）

１．重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画の変更 ２０法人

（１）重要財産譲渡の計画を新規に盛り込む又は追加するもの等 ２０法人３３事案

○ 土地の譲渡内容 １９法人２７事案

・道路整備等のため国又は自治体等に譲渡 １３法人１４事案

（岩手、茨城、千葉 等）

・保有資産の見直しによる譲渡 ７法人１１事案

（東京、静岡、京都工芸繊維 等）

・統合移転整備事業の一環として、不用となる土地を譲渡 １法人２事案（九州）

○ 建物の譲渡内容 ４法人５事案

・保有資産の見直しによる譲渡（東京、大阪、香川、高知）

○ 船舶の譲渡内容 １法人１事案

・代船竣工以降の使用計画がないことによる譲渡（筑波）

２．中期目標期間を超える債務負担に伴う計画の変更 ３法人

○ 民間金融機関からの長期借入金等を活用した事業の債務を負担することによる

計画の変更 ３法人４事案

・PFI事業、理学系施設整備事業（九州）

・民間金融機関借入、宿舎整備事業（三重）

・民間金融機関借入、理学系施設整備事業（九州）

・民間金融機関借入、宿舎整備事業（佐賀）

３．別表の変更 ３１法人

○ 共同利用・共同研究拠点の認定に伴う目標の変更 ３法人

静岡、愛媛、九州

資料３
国立大学法人評価委員会国立大学法人分科会
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○ 教育関係共同利用拠点の認定に伴う目標の変更 ９法人

茨城、筑波、東京、東京海洋、新潟、信州、名古屋、熊本、宮崎

○ 共同利用・共同研究拠点及び教育関係共同利用拠点の名称変更に伴う目標の変更 ２法人

北海道、東北

○ 新学部・新研究科等の設置に伴う目標・計画の変更 ５法人

秋田、千葉、九州、長崎、宮崎

○ 既存学部・既存研究科の入学定員の変更に伴う計画の変更 ２２法人

北海道教育、室蘭工業、弘前、東北、秋田、筑波、筑波技術、埼玉、千葉、

東京医科歯科、名古屋、三重、滋賀、京都工芸繊維、神戸、奈良女子、和歌

山、佐賀、長崎、熊本、宮崎、琉球
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○　重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画の変更　２０法人

番号 大学名 変更理由 変更内容

9 岩手大学
滝沢市からの道路整備に伴う土地譲渡の要
請に応じるため。

農学部附属寒冷フィールドサイエンス教育研究センター
（滝沢農場）の土地（狼久保工区第２号幹線、岩手県滝
沢市巣子１５５２番地１）の一部を譲渡する。

15 茨城大学

(4)水戸市の「歴史まちづくり計画」に基づ
く道路改良事業に伴い、当該自治体からの
土地譲渡の要望に応じるため。

(5)阿見町の町道整備に伴い、当該自治体か
らの農学部土地の一部譲渡の要望に応じる
ため。

(4)　三の丸団地（教育学部附属小学校，附属幼稚園
（茨城県水戸市三の丸２丁目６番８号））の土地の一部
（２５６㎡）を譲渡する。

(5）阿見町団地（農学部（茨城県稲敷郡阿見町阿見３９
９７番２））の土地の一部（１６０㎡）を譲渡する。

16 筑波大学

研究調査船「つくば」の老朽化に伴い代船
建造を決定し，代船の竣工予定である平成
26年度以降の使用計画がないため。

・下田臨海実験センターの船舶１隻（静岡県下田市　つ
くば１８．２７トン）を譲渡する。

21 千葉大学

国道６号線として既に使用されている道路
用地及び交差点改良事業に必要となる道路
用地について、国土交通省からの譲渡要望
に応じるため。

園芸学部（松戸地区）の土地の一部（千葉県松戸市赤発
毛811-1他　1,600㎡）を譲渡する。

22 東京大学

渋谷宿泊所、白金学寮、第二武蔵野寮を機
能集約し、新たな国際宿舎を整備するため
追記するもの。

・渋谷宿泊所の土地の全部（東京都渋谷区渋谷一丁目
19-13外　658.01㎡）を譲渡する。
・白金学寮の土地の全部（東京都港区白金四丁目464-1
外　2,453.55㎡）を譲渡する。
・第二武蔵野寮の土地の全部・建物一棟（土地：東京都
三鷹市大沢二丁目365-12　2,170.65㎡、建物：建築面積
109.51㎡）を譲渡する。

34 新潟大学

新潟市が実施する公道拡幅工事に必要とな
る土地の一部について、同市からの譲渡申
請に応じるため。

（5) 医歯学総合病院の土地の一部（新潟県新潟市中央
区旭町通一番町字南山754番地３，面積1,377.00㎡）を
譲渡する。

37 富山大学

富山市から市道計画（防災道路拡幅工事）
に伴い，土地の譲渡依頼があったため、譲
渡するもの。

・富山大学人間発達科学部農場実習地の土地の一部（富
山県富山市花園町四丁目１３番２外　３５３．０３㎡）
を譲渡する。

40 山梨大学
山梨県中巨摩郡昭和町の町道14号線歩道設
置工事に必要となる土地の一部について、
当該自治体からの譲渡要望に応じるため。

・横田宿舎の土地の一部（山梨県中巨摩郡昭和町上河東
字横田551番1、551番3、50.89㎡）を譲渡する。

41 信州大学
長野県の国道143号交通安全対策事業に必要
となる用地について，当該自治体からの譲
渡要望に応じるため。

松本キャンパスの土地の一部（長野県松本市旭3丁目696
番1　233.65㎡）を譲渡する。

43 静岡大学

当該土地は現在未使用であり、国有地及び
県所有地が入り組んだ狭隘な不整地である
ため、今後の有効活用は非常に難しく、静
岡キャンパスの一体的な敷地形成の観点か
ら、当該地を譲渡することとした。

⑧　静岡大学静岡キャンパス外周部飛び地の一部（静岡
県静岡市駿河区大谷字池ノ谷 5647-1　221.13㎡）を譲
渡する。

54
京都工芸繊維

大学

従来は教育研究野外実習場として活用して
いたが、利用計画の見直しに伴い譲渡する
ため。

（３）上賀茂団地の土地のうち一部（京都府京都市北区
上賀茂本山７２番、５０２㎡）を譲渡する。
（４）嵯峨団地の土地のうち一部（京都府京都市右京区
嵯峨一本木町４０番１、２,８４６㎡）を譲渡する。
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番号 大学名 変更理由 変更内容

55 大阪大学

教職員宿舎として保有していたが、施設・
設備の老朽化等から、譲渡することを決定
したため。

・売布宿舎の土地（建物含む）（兵庫県宝塚市売布１丁
目９０外478.85㎡）を譲渡する。

69 香川大学

老朽化が著しく維持するには多額の改修費
用が必要になることから、当該宿舎を廃止
し、譲渡することとしたため。

２　紫雲町宿舎の土地（香川県高松市紫雲町３－11、
262.03㎡）及び建物（木造瓦葺平屋建延床面積81.81
㎡）を譲渡する。
３　屋島西町宿舎の土地（香川県高松市屋島西町字谷東
1134－10、253.52㎡）及び建物（木造瓦葺２階建延べ床
面積109.82㎡）を譲渡する。

70 愛媛大学
愛媛県の地域ため池総合整備事業に必要と
なる用地について、当該自治体からの譲渡
要請に応じるため。

・農学部附属農場の土地の一部（愛媛県松山市八反地乙
13番15　50㎡）を譲渡する。

71 高知大学

・接地の土地所有者から進入路確保に伴う
土地譲渡の申出があり、教育研究上の支障
がなく今後の使用予定もないため譲渡する
もの。
・保有資産の見直しにより事務局長宿舎を
廃止するとともに、朝倉団地正門東側の民
家を購入する財源とするため売却するも
の。

・田島団地（南溟寮）の土地の一部（高知県高知市朝倉
字田島丙252番１　24.72　8.48㎡）を譲渡する。
・西町団地（事務局長宿舎）の土地及び建物（高知県高
知市西町40番１　285.81㎡）を譲渡する。

73 九州大学

⑩⑪統合移転整備事業の一環として，整備
により不用となる圃場用地を譲渡するた
め。

⑫福岡県福岡市の都市計画道路自動車専用
道路アイランドシティ線整備事業に必要と
なる道路用地として，当該自治体からの譲
渡要望に応じるため。

⑩筥松地区の土地（福岡県福岡市東区筥松３丁目１４番
面積１，７６７．９６㎡）を譲渡する。
⑪農学部立花口圃場の土地（福岡県糟屋郡新宮町大字立
花口字名子山２１７０番２３　面積１２，０５４．４７
㎡）を譲渡する。
⑫国際交流会館の土地の一部（福岡県福岡市東区香椎浜
４丁目１１番４ほか　面積１，９００㎡）を譲渡する。

75 佐賀大学
当該土地についての見直しを行った結果、
今後の使用見込みがないことから、廃止し
譲渡を決定したため。

・事務局長宿舎の土地（佐賀県佐賀市与賀町西精１３４
５ 面積４３５．５９㎡）を譲渡する。

78 大分大学

大分市からの市道改良事業による拡幅計画
に伴う土地譲渡の要請に応じるため。

・敷戸宿舎の土地の一部（約３２㎡）（大分県大分市敷
戸西町1182番273（通称：大分市敷戸西町１１番１
号））を譲渡する。

79 宮崎大学

宮崎県宮崎市の簡易水道施設統合計画に必
要となる水道施設設置予定用地について、
当該自治体からの譲渡要望に応じるための
変更。

・農学部附属フィールド科学教育研究センター田野
フィールドの土地の一部（宮崎県宮崎市田野町字鳶ノ巣
乙１１９８６番５外１筆　２，２０９㎡）を譲渡する。

82 琉球大学
土地区画整理法による換地処分のため。 上原棚原地区の土地（沖縄県中頭郡西原町字上原大田

135番3外16　面積10,450.86㎡）を譲渡する。
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○　中期目標期間を超える債務負担に伴う計画の変更　　

・　民間金融機関からの長期借入金等を活用した事業等の債務を負担することによる計画の変更　３法人

番号 大学名 変更理由 変更内容

49 三重大学

（長期借入金）
外国人留学生寄宿舎の整備に
必要な資金を長期借入金で調
達することに伴う変更

（PFI事業）
理学系施設の整備をPFI事業に
より実施することに伴う変更

（長期借入金）
理学系施設の整備に必要な資
金を長期借入金で調達するこ
とに伴う変更

75 佐賀大学

（長期借入金）
宿舎整備に必要な資金を長期
借入金で調達することに伴う
変更

73 九州大学

（長期借入金） 
（略） 

（単位：百万円） 
  年度 

財源 
H22 H23 H24 H25 H26 H27 

中期目標

期間小計 

次期以降 

償還額 

総債務 

償還額 

長期借入

金償還金

（民間金

融機関） 

     7 7 214 221 

（注）金額については，見込みであり，業務の実施状況等により変更されることもある。 
（注）各年度の数値は百万円未満切捨表示。 
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○　共同利用・共同研究拠点の認定に伴う目標の変更　３法人

○　教育関係共同利用拠点の認定に伴う目標の変更　９法人

共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点

共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点

教
育
関
係
共
同

利
用
拠
点

教
育
関
係
共
同

利
用
拠
点

43

静
岡
大
学

別表２（教育関係共同利用拠点） 別表２（教育関係共同利用拠点、共同利用・共同研究拠点）

東海地域における暖地型農業実践教育共同利用拠点―茶・ミカ
ン・トマトによる習熟度対応型フィールド教育―（農学部附属
地域フィールド科学教育研究センター持続型農業生態系部門
（農業））

―里山から森林限界まで―多様な自然教育素材を生かした南ア
ルプス・冨山圏森林生態系環境教育拠点（農学部附属地域
フィールド科学教育研究センター森林生態系部門南アルプス
（中川根）フィールド）

（教育関係共同利用拠点）
東海地域における暖地型農業実践教育共同利用拠点―茶・ミカ
ン・トマトによる習熟度対応型フィールド教育―（農学部附属
地域フィールド科学教育研究センター持続型農業生態系部門
（農業））

―里山から森林限界まで―多様な自然教育素材を生かした南ア
ルプス・冨山圏森林生態系環境教育拠点（農学部附属地域
フィールド科学教育研究センター森林生態系部門南アルプス
（中川根）フィールド）

（共同利用・共同研究拠点）
イメージングデバイス研究拠点（電子工学研究所）

番
号

大
学
名

変更内容

変更前 変更後

73

九
州
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点）

生体防御医学研究所
応用力学研究所
先導物質化学研究所
情報基盤研究開発センター

生体防御医学研究所
応用力学研究所
先導物質化学研究所
情報基盤研究開発センター
マス・フォア・インダストリ研究所

70

愛
媛
大
学

別表２（教育関係共同利用拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点，教育関係共同利用拠点）

教職員能力開発拠点（愛媛教育大学・学生支援機構教育企画
室）

（共同利用・共同研究拠点）
先進超高圧科学研究拠点（愛媛大学地球深部ダイナミクス研究
センター）
（教育関係共同利用拠点）
教職員能力開発拠点（愛媛大学教育・学生支援機構教育企画
室）

番号

大
学
名

変更内容

変更前 変更後

15

茨
城
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点） 別表２（教育関係共同利用拠点）

※茨城大学は該当なし
霞ヶ浦流域の水圏環境科学フィールド教育拠点
（広域水圏環境科学教育研究センター）

16

筑
波
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点）

計算科学研究センター
下田臨海実験センター
遺伝子実験センター

計算科学研究センター
下田臨海実験センター
遺伝子実験センター

日本語・日本事情遠隔教育拠点（筑波大学留学
生センター）

日本語・日本事情遠隔教育拠点（筑波大学留学
生センター）
ナチュラルヒストリーに根ざした森と草原の生
物多様性教育拠点（筑波大学菅平高原実験セン
ター）
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（共同利用・共同研究拠点）
医科学研究所
地震研究所
史料編纂所
宇宙線研究所
物性研究所
大気海洋研究所
空間情報科学研究センター
情報基盤センター
素粒子物理国際研究センター
東洋文化研究所附属東洋学研究情報センター
社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター
海洋基礎生物額研究推進センター
（教育関係共同利用拠点）
三浦半島の多様な生物種を活用する海洋教育共同利用拠点（大
学院理学系研究科附属臨海実験所）

29

東
京
海
洋
大
学

別表２(教育関係共同利用拠点) 別表２(教育関係共同利用拠点)

東京湾から熱帯太平洋海域における海洋科学教育のための共同
利用拠点（練習船神鷹丸）

東京湾から熱帯太平洋海域における海洋科学教育のための共同
利用拠点（練習船神鷹丸）
先端船舶運航科学技術を用いたグリーン＆イノベーション教育
のための共同利用拠点
（練習船汐路丸）

番号

大
学
名

変更内容

変更前 変更後

22

東
京
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点）

医科学研究所
地震研究所
史料編纂所
宇宙線研究所
物性研究所
大気海洋研究所
空間情報科学研究センター
情報基盤センター
素粒子物理国際研究センター
東洋文化研究所附属東洋学研究情報センター
社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター
海洋基礎生物額研究推進センター

34

新
潟
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点）

脳研究所 脳研究所

（教育関係共同利用拠点） （教育関係共同利用拠点）

佐渡島の自然環境を利用した教育関係共同利用拠点
(農学部附属フィールド科学教育研究センター佐渡ステーショ
ン)

佐渡島の自然環境を利用した教育関係共同利用拠点
(農学部附属フィールド科学教育研究センター佐渡ステーショ
ン)

離島生態系における海洋生物多様性教育共同利用拠点
（理学部附属臨海実験所）

45

名
古
屋
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点）

太陽地球環境研究所
地球水循環研究所
情報基盤センター
FD・SD教育改善支援拠点（名古屋大学高等教育研究センター）

太陽地球環境研究所
地球水循環研究所
情報基盤センター
FD・SD教育改善支援拠点（名古屋大学高等教育研究センター）
先端マリンバイオロジー教育共同利用拠点（名古屋大学大学院
理学研究科附属臨海実験所）

41

信
州
大
学

別表（学部、研究科等） 別表1（学部、研究科等）

（略） （略）

別表2（教育関係共同利用拠点）

中部高冷地域における農学教育共同利用拠点－高冷地野菜と畜
産を組み合わせたフィールド教育－（農学部附属アルプス圏
フィールド科学教育研究センター野辺山農場）

7 



共
同
利
用
・

共
同
研
究
拠
点

教
育
関
係

共
同
利
用
拠
点

教
育
関
係
共
同
利
用
拠
点

発生医学研究所

沿岸域環境科学教育研究センター・合津マリン
ステーション

79

宮
崎
大
学

別表２（教育関係共同利用拠点）

（新規）

九州畜産地域における産業動物教育拠点（農学
部附属フィールド科学教育研究センター・住吉
フィールド（牧場））

番号

大
学
名

変更内容

変更前 変更後

77

熊
本
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点）

発生医学研究所

8 



○　共同利用・共同研究拠点及び教育関係共同利用拠点の名称変更に伴う目標の変更　２法人

【共同利用・共同研究拠点】
　低温化学研究所
　電子科学研究所
　電子病制御研究所
　触媒化学研究センター
　スラブ・ユーラシア研究センター
　情報基盤センター
　人獣共通感染症リサーチセンター

【教育関係共同利用拠点】
　亜寒帯海域における洋上教育のための共同利用拠点（水産
　学部附属練習船おしょろ丸）
　フィールドを使った森林環境と生態系保全に関する実践的
　共同利用拠点（北方生物圏フィールド科学センター森林圏
　ステーション）
　寒流域における海洋生物・生態系の統合的教育共同利用拠
　点（北方生物圏フィールド科学センター水圏ステーション
（厚岸臨海実験所，室蘭臨海実験所））

10

東
北
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点、教育関係共同利用拠点）

（共同利用・共同研究拠点）
金属材料研究所
加齢医学研究所
流体科学研究所
電気通信研究所
多元物質科学研究所
電子光理学研究センター
サイバーサイエンスセンター
（教育関係共同利用拠点）
国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点
（東北大学高等教育開発推進センター）
食と環境のつながりを学ぶ複合生態フィールド教育拠点
（東北大学川渡フィールドセンター）
東北海洋生物学教育推進拠点
（東北大学浅虫海洋生物学教育研究センター）

（共同利用・共同研究拠点）
金属材料研究所
加齢医学研究所
流体科学研究所
電気通信研究所
多元物質科学研究所
電子光理学研究センター
サイバーサイエンスセンター
（教育関係共同利用拠点）
国際連携を活用した大学教育力開発の支援拠点
（東北大学高度教養教育・学生支援機構）
食と環境のつながりを学ぶ複合生態フィールド教育拠点
（東北大学川渡フィールドセンター）
東北海洋生物学教育推進拠点
（東北大学浅虫海洋生物学教育研究センター）

番号

大
学
名

変更内容

変更前 変更後

1

北
海
道
大
学

別表２（共同利用・共同研究拠点，教育関係共同利用拠点） 別表２（共同利用・共同研究拠点，教育関係共同利用拠点）

【共同利用・共同研究拠点】
　低温化学研究所
　電子科学研究所
　電子病制御研究所
　触媒化学研究センター
　スラブ研究センター
　情報基盤センター
　人獣共通感染症リサーチセンター

【教育関係共同利用拠点】
　亜寒帯海域における洋上教育のための共同利用拠点（水産
　学部附属練習船おしょろ丸）
　フィールドを使った森林環境と生態系保全に関する実践的
　共同利用拠点（北方生物圏フィールド科学センター森林圏
　ステーション）
　寒流域における海洋生物・生態系の統合的教育共同利用拠
　点（北方生物圏フィールド科学センター水圏ステーション
（厚岸臨海実験所，室蘭臨海実験所））

9 



○　新学部・新研究科等の設置に伴う目標・計画の変更　５法人

学
部

学
部

研
究
科

研
究
科

学
部

学
部

研
究
科
・
学
府

研
究
科
・
学
府

番号

大
学
名

変更理由
変更内容

変更前 変更後

12

秋
田
大
学

学部の設置

別表（学部，研究科等） 別表（学部，研究科等）

教育文化学部
医学部
工学資源学部

国際資源学部
教育文化学部
医学部
工学資源学部
理工学部

教育学研究科
医学系研究科
工学資源学研究科

教育学研究科
医学系研究科
工学資源学研究科

21

千
葉
大
学

学部の改組

別表１（学部、研究科等） 別表１（学部、研究科等）

文学部
教育学部
法経学部
理学部
医学部
薬学部
看護学部
工学部
園芸学部

文学部
教育学部
法政経学部
理学部
医学部
薬学部
看護学部
工学部
園芸学部

教育学研究科
理学研究科
看護学研究科
工学研究科
園芸学研究科
人文社会科学研究科
融合科学研究科
医学薬学府
専門法務研究科
東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科に
参加
大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医
科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学
研究科に参加

教育学研究科
理学研究科
看護学研究科
工学研究科
園芸学研究科
人文社会科学研究科
融合科学研究科
医学薬学府
専門法務研究科
東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科に
参加
大阪大学大学院大阪大学・金沢大学・浜松医
科大学・千葉大学・福井大学連合小児発達学
研究科に参加

10 



別表１（学部，学府） 別表１（学部，学府）

学
部

学
部

研
究
科

研
究
科

　
学
部

　
学
部

　
研
究
科

　
研
究
科

　
学
部

　
学
部

　
研
究
科

　
研
究
科

番号

大
学
名

変更理由
変更内容

変更前 変更後

73

九
州
大
学

新学府設置のため

文学部
教育学部
法学部
経済学部
理学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
芸術工学部
農学部

文学部
教育学部
法学部
経済学部
理学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
芸術工学部
農学部

人文科学府

比較社会文化学府
人間環境学府
法学府
法務学府
経済学府
理学府
数理学府
システム生命科学府
医学系学府
歯学府
薬学府
工学府
芸術工学府
システム情報科学府
総合理工学府
生物資源環境科学府
統合新領域学府

人文科学府
地球社会統合科学府
比較社会文化学府
人間環境学府
法学府
法務学府
経済学府
理学府
数理学府
システム生命科学府
医学系学府
歯学府
薬学府
工学府
芸術工学府
システム情報科学府
総合理工学府
生物資源環境科学府
統合新領域学府

76

長
崎
大
学

 学部の設置

別表１（学部，研究科等）

教育学部
経済学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
環境科学部
水産学部

多文化社会学部
教育学部
経済学部
医学部
歯学部
薬学部
工学部
環境科学部
水産学部

教育学研究科
経済学研究科
工学研究科
水産・環境科学総合研究科
医歯薬学総合研究科
国際健康開発研究科

教育学研究科
経済学研究科
工学研究科
水産・環境科学総合研究科
医歯薬学総合研究科
国際健康開発研究科

別表１（学部、研究科等）

教育文化学部
医学部
工学部
農学部

教育文化学部
医学部
工学部
農学部

教育学研究科
医学系研究科
医科学看護学研究科

工学研究科
農学研究科
農学工学総合研究科
医学獣医学総合研究科

教育学研究科
医学系研究科
医科学看護学研究科
看護学研究科
工学研究科
農学研究科
農学工学総合研究科
医学獣医学総合研究科

79

宮
崎
大
学

研究科の設置

別表１（学部、研究科等）

11 



○　新学部・新研究科等の設置による入学定員の変更に伴う計画の変更　５法人

定員
変動

定員
変動

国際資源学部（設置） 120

理工学部（設置） 395 工学資源学部（廃止） △460

21 千 葉 大 学 法政経学部（設置） 370 法経学部（廃止） △370

76 長 崎 大 学 多文化社会学部（設置） 100

73 九 州 大 学 地球社会統合科学府（設置） 95 比較社会文化学府（廃止） △90

79 宮 崎 大 学 看護学研究科（設置） 10 医科学看護学研究科（廃止） △ 25

定員
変動

定員
変動

2 北海道教育大学 教育学部（教員養成） 20 教育学部（教員養成以外） △ 45

3 室 蘭 工 業 大 学 工学研究科（修士） 26 工学研究科（博士） △ 9

8 弘 前 大 学 医学部 5

法学研究科（専門職学位） △ 30

医学部※ △16

教育文化学部（学校教育） 10 教育文化学部（学校教育以外） △ 90

医学部 2

16 筑 波 大 学 医学群 9

17 筑 波 技 術 大 学 技術科学研究科（修士） 5

20 埼 玉 大 学 理工学研究科（修士） 50

21 千 葉 大 学 看護学研究科（博士） 2

23 東京医科歯科大学 保健衛生学研究科（博士） 15 保健衛生学研究科（修士） △ 17

創薬科学研究科（博士） 10 理学研究科（博士） △ 1

工学研究科（博士） △ 2

生命農学研究科（博士） △ 3

49 三 重 大 学 教育学部（学校教育教員養成） 35 教育学部（学校教育教員養成以外） △ 35

50 滋 賀 大 学 経済学研究科（修士） △ 10

工芸学研究科（修士） 33 工芸科学部 △ 15

工芸学研究科（博士） 4

58 神 戸 大 学 医学部 2

生活環境学部 35 文学部 △ 10

人間文化研究科（修士） 12 理学部 △ 25

観光学研究科（修士） 4 経済学研究科（修士） △ 4

観光学研究科（博士） 6

75 佐 賀 大 学 医学系研究科（博士） △ 5

教育学研究科（専門職学位） 18 教育学研究科（修士） △ 18

経済学部 △ 90

環境科学部 △ 10

77 熊 本 大 学 法曹養成研究科（専門職学位） △ 6

79 宮 崎 大 学 医学獣医学総合研究科（修士） 8 教育学研究科（修士） △ 2

82 琉 球 大 学 医学研究科（博士） △ 8

※３年次編入学定員の変更

10 東 北 大 学

番
号

法人名 定員増（設置） 定員減（廃止）

12 秋 田 大 学

○　既存学部・既存研究科の入学定員の変更に伴う計画の変更　２２法人

番
号

法人名 定員増（設置） 定員減（廃止）

12 秋 田 大 学

45 名 古 屋 大 学

54
京 都 工 芸 繊 維
大 学

60 奈 良 女 子 大 学

61 和 歌 山 大 学

76 長 崎 大 学

12 



（参考）入学定員変更の内訳

入学定員( Ｈ25 → Ｈ26 )

大 学 名 大 学 院 内 容
学 部

修 士 専門職学位 博 士

北海道教育 1,210→1,185 （教育）教員養成課程 700 → 720 ［入学定員の増］

人間地域科学課程 330
芸術課程 120 510 → 465 国際地域学科 285
スポーツ教育課程 60 ［改組］ 芸術・スポーツ文化学科 180

大学全体 1,210→1,185

室 蘭 工 業 198 → 224 24 → 15 工学研究科（専攻の設置）環境創生工学系専攻 Ｍ 73
生産システム工学系専攻 Ｍ 84
情報電子工学系専攻 Ｍ 67
工学専攻 Ｄ 15

（専攻の廃止）建築社会基盤系専攻 Ｍ 27 → 0
公共システム工学専攻 Ｍ 8 → 0
機械創造工学系専攻 Ｍ 43 → 0
航空宇宙システム工学専攻 Ｍ 10 → 0
応用理化学系専攻 Ｍ 45 → 0
情報電子工学系専攻 Ｍ 57 → 0
数理システム工学専攻 Ｍ 8 → 0
建設環境工学専攻 Ｄ 5 → 0
生産情報システム工学専攻 Ｄ 6 → 0
航空宇宙システム工学専攻 Ｄ 4 → 0
物質工学専攻 Ｄ 5 → 0
創成機能工学専攻 Ｄ 4 → 0

大学全体 198 → 224 24 → 15

弘 前 307 → 312 （医）医学科 107 → 112［入学定員の増］

大学全体 1,377→1,382

東 北 80 → 50 法学研究科（入 定 減）総合法制専攻 Ｐ 80 → 50

[16] → [ 0] （医）保健学科［16］→［ 0］［第３年次定員の改訂］

大学全体 150 → 120 [36] → [20]

秋 田 290 → 210 （教育文化）地域科学課程 65
国際言語文化課程 65 190 → 100 地域文化学科
人間環境課程 60 ［改組］

学校教育課程 100 → 110［入学定員の増］

226 → 228 （医）医学科 120 → 122［入学定員の増］

460 → 395 （工学資源）地球資源学科 60
環境応用化学科 55
生命化学科 32
材料工学科 60
情報工学科 50 460 →
機械工学科 77 ［改組］
電気電子工学科 75
土木環境工学科 51

（理工）生命科学科 45
物質科学科 110

395 数理・電気電子情報学科 120
システムデザイン工学科 120

120 （国際資源）（新設）国際資源学科 120

大学全体 976 → 953

筑 波 219 → 228 （医学群）医学類 112 → 121［入学定員の増］

大学全体 2,079→2,088

筑 波 技 術 7 → 12 技術科学研究科（専攻の設置）情報アクセシビリティ専攻 Ｍ 5

大学全体 7 → 12
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入学定員( Ｈ25 → Ｈ26 )

大 学 名 大 学 院 内 容
学 部

修 士 専門職学位 博 士

埼 玉 308 → 358 理工学研究科（入 定 増）生命科学系専攻 Ｍ 35 → 45
物理機能系専攻 Ｍ 39 → 49
化学系専攻 Ｍ 50 → 55
数理電子情報系専攻 Ｍ 83 → 93
機械科学系専攻 Ｍ 44 → 49
環境システム工学系専攻 Ｍ 57 → 67

大学全体 432 → 482

千 葉 2 看護学研究科（専攻の設置）共同災害看護学専攻 Ｄ 2

370 → 370 （法経）法学科 120
経済学科 170 370 → 370 （法政経）法政経学科
総合政策学科 80 ［改組］

大学全体 259 → 261 2,322→2,322

東 京 医 科 29 → 12 14 → 29 保健衛生学研究科（専攻の設置）看護先進科学専攻 Ｄ 13
歯 科 共同災害看護学専攻 Ｄ 2

（専攻の廃止）総合保健看護学専攻 Ｍ 17 → 0

大学全体 139 → 122 228 → 243

名 古 屋 10 創薬科学研究科（専攻の設置）基盤創薬学専攻 Ｄ 10

73 → 72 理学研究科 （入 定 減）物質理学専攻 Ｄ 24 → 23

145 → 143 工学研究科 （入 定 減）化学・生物工学専攻 Ｄ 23 → 22
社会基盤工学専攻 Ｄ 10 → 9

45 → 42 生命農学研究科（入 定 減）生物圏資源学専攻 Ｄ 11 → 10
生物機構・機能科学専攻 Ｄ 12 → 11
応用分子生命科学専攻 Ｄ 13 → 12

大学全体 726 → 730

三 重 200 → 200 （教育）学校教育教員養成課程 145 → 180 ［入学定員の増］
情報教育課程 20 → 0 ［募集停止］
生涯教育課程 15 → 0 ［募集停止］

大学全体 1,310→1,310

滋 賀 52 → 42 経済学研究科（入 定 減）経済学専攻 Ｍ 20 → 18
経営学専攻 Ｍ 22 → 18
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾌｧｲﾅﾝｽ専攻 Ｍ 10 → 6

大学全体 117 → 107

京 都 工 芸 430 → 463 46 → 50 工芸科学研究科（専攻の設置）建築学専攻 Ｍ 75 Ｄ 7
繊 維 デザイン学専攻 Ｍ 25 Ｄ 5

（専攻の廃止）建築設計学専攻 Ｍ 25 → 0
造形工学専攻 Ｍ 25 → 0
デザイン科学専攻 Ｍ 17 → 0
造形科学専攻 Ｄ 8 → 0

625 → 610 （工芸科） デザイン･建築学課程 125 → 110 ［入学定員の減］

大学全体 430 → 463 46 → 50 625 → 610

神 戸 270 → 272 （医）医学科 110 → 112［入学定員の増］

大学全体 2,545→2,547

奈 良 女 子 180 → 192 人間文化研究科（専攻の設置）心身健康学専攻 Ｍ 25
（専攻の廃止）生活健康・衣環境学専攻 Ｍ 13 → 0

160 → 150 （文）人間科学科 50 → 40 ［入学定員の減］

175 → 150 （理）数学科 30
物理科学科 35
化学科 35 175 → 150 数物科学科 63
生物科学科 35 ［改組］ 化学生命環境学科 87
情報科学科 40

140 → 175 （生活環境）生活健康・衣環境学科 40 → 75 心身健康学科 40
［改組］ 情報衣環境学科 35

大学全体 180 → 192 475→475
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入学定員( Ｈ25 → Ｈ26 )

大 学 名 大 学 院 内 容
学 部

修 士 専門職学位 博 士

和 歌 山 5 → 9 6 観光学研究科（専攻の設置）観光学専攻 Ｄ 6
（入 定 増）観光学専攻 Ｍ 5 → 9

42 → 38 経済学研究科（入 定 減）経済学専攻 Ｍ 19 → 15

大学全体 221 → 221 8 → 14

九 州 60 35 地球社会統合科学府（新設）地球社会統合科学専攻 Ｍ 60 Ｄ 35

50 → 0 40 → 0 比較社会文化学府（研究科の廃止）日本社会文化専攻 Ｍ 24 → 0 Ｄ 20 → 0
国際社会文化専攻 Ｍ 26 → 0 Ｄ 20 → 0

大学全体 1,721→1,731 790 → 785

佐 賀 30 → 25 医学系研究科（入 定 減）医科学専攻 Ｄ 30 → 25

大学全体 54 → 49

長 崎 18 → 0 20 → 38 教育学研究科（入 定 増）教職実践専攻 Ｐ 20 → 38

（専攻の廃止）教科実践専攻 Ｍ 18 → 0

100 （多文化社会）（新設）多文化社会学科 100

415 → 325 （経済）総合経済学科 415 → 325 ［入学定員の減］

140 → 130 （環境科）環境科学科 140 → 130 ［入学定員の減］

大学全体 371 → 353 20 → 38 1,637→1,637

熊 本 22 → 16 法曹養成研究科（入 定 減）法曹養成専攻 Ｐ 22 → 16

大学全体 22 → 16

宮 崎 10 → 8 教育学研究科（入 定 減）学校教育支援専攻 Ｍ 10 → 8

8 医学獣医学総合研究科（専攻の設置）医科学獣医科学専攻 Ｍ 8

10 看護学研究科（新設）看護学専攻 Ｍ 10

25 → 0 医科学看護学研究科（研究科の廃止）医科学専攻 Ｍ 15 → 0
看護学専攻 Ｍ 10 → 0

大学全体 237 → 228

琉 球 38 → 30 医学研究科（専攻の設置）医学専攻 Ｄ 30

（専攻の廃止）医科学専攻 Ｄ 25 → 0
感染制御医科学専攻 Ｄ 13 → 0

大学全体 57 → 49

（注）１． [ ］書は、第３年次編入学定員で外数。
２．Ｍは修士課程、Ｐは専門職学位課程、Ｄは博士課程。
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